
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
ま
ら
ず
、

「
緊
急
事
態
宣
言
解
除
」
の

目
安
と
な
る
各
種
指
標
を
２

月
７
日
ま
で
に
脱
す
る
の
は

困
難
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
指
標
を
ク
リ
ヤ
ー
し
た

と
し
て
も
会
食
な
ど
の
各
種

制
限
は
引
き
続
き
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。

そ
の
こ
と
か
ら
「
さ
く
ら

茶
屋
」
は
当
面
２
月
い
っ
ぱ

い
も
１
月
と
同
様
、
自
粛
し

て
の
形
態
で
営
業
を
い
た
し

ま
す
。

【

さ
く
ら
茶
屋
営
業

】

▽
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
お
弁
当
・

惣
菜
・
パ
ン
・
菓
子
）

▽
マ
ス
ク
な
ど
の
小
物
販
売

▽
営
業
時
間
11
時
半
〜
13
時

売
り
切
れ
次
第
閉
店
と
な

り
ま
す
。
事
前
予
約
を
承
っ

て
お
り
ま
す
。

【

各
催
し
物
関
連

】

▽
げ
ん
き
ラ
イ
フ

毎
週
２
回

▽
さ
く
ら
句
会

▽
西
柴
「
オ
フ
会
」

下
表

▽
さ
く
ら
食
堂

１
月
同
様

持
ち
か
え
り
形
態
で
実
施

（
日
時
は
４
面
参
照
）

以
上
が
実
施
内
容
で
す
。

但
し
、
こ
れ
ら
も
感
染
状

況
次
第
で
は
変
更
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
店
頭
や

掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
確
認
願
い
ま
す
。

ご
来
店
の
際
は
、
引
き
続

き
感
染
防
止
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２０２１年２月 第１３６号（１） 特定非営利活動法人さくら茶屋にししば発行

TEL/FAX 045-516-8560
発行責任：岡本溢子

「緊急事態宣言」期間、２月の営業について

二度目の「緊急事態宣言」発令後もコロナ感染は依然高止まり状況にあり、

１月下旬の段階では２月７日での宣言解除は厳しいとの見方が強まっていま

す。そこで２月も「さくら茶屋」における「食の提供」はテイクアウトに限

定することとし、イベント開催も１月と同様の開催といたします。

今のコロナ禍にあってもネットワークを

利用して交流を進めよう。

現在、金沢区の子ども達が、一万キロ離

れたルーマニアの子ども達と直接話ができ

る企画を進めています。

【概要（すべて予定です）】

＊実施時期 ２０２１年３月を予定

＊実施会場 西柴「さくらカフェ｝

＊実施方法 さくらカフェに設置したネッ

ト環境を利用（パソコン、大型テレ

ビなどを利用し、ズーム機能で実施）

＊On-line参加者

西柴近辺の子ども達（１０名程度）

ルーマニアのオラデア「日本文化セン

ター」の子ども達

現在、「在日本ルーマニア商工会議所」

と「さくら茶屋」とで調整中です。内容な

どが決まれば、このさくら茶屋広報紙来月

号にてお知らせ致します。

西柴団地に住む有志が集まり、「街の活性化」について話し合
いを行なっています。昨年までは比較的、抽象的な話になってい
たことから、今後は出来る限り具体的な内容で論議していこうと
話し合っています。
２月からは当面、西柴の街に「シェアオフィス」が出来ないも
のか、そんなテーマで論議を開始する予定です。そこで名称も
「西柴団地シェアオフィス研究会」としました。毎月定例で第一
土曜日１５時から開催、しばらくはコロナ感染防止からズーム機

能を使って行います。
興味のある方は 「さくら茶
屋」までお電話ください。

次回日時：２月６日(土)
1５時～

形 態 ：ズーム参加

参加ご希望の方にはズーム番号
をお知らせします。

通称：西柴「オフ研」



【
団
体
】

お
も
い
や
り

カ
ン
パ
ニ
ー

釜
利
谷

ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ

健
康歌

声
サ
ロ
ン

能
見
台

ケ
ア
プ
ラ
ザ

明
治

安
田
生
命

も
り
のお

茶
の
間

横
浜
ま
ち

づ
く
り
学
生
会
議

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ

ク
テ
ィ
ブ
メ
ロ
デ
ィ
ー

【
個
人
】

秋
山

芳
正

ア
ッ
サ
ム
テ
イ

阿
部

鴻
平

阿
部

茂
男

天
野

敏
江

新
井

仁
子

荒
牧

則
子

有
本

梓

有
本
よ
し
の

尹

荘
植

飯
島
八
重
子

飯
田

益
美

飯
野

哲
夫

井
下
田
孝
彦

井
下
田
当
美

池
宮

秀
平

池
谷

風
馬

石
井

邦
子

石
川
登
美
子

石
津

啓
介

石
橋
千
代
子

石
渡
な
を
み

井
田

淑
子

市
川

幸

稲
田

静
子

井
上
千
榮
子

茨
木

二
郎

Ⅰ
・
Ｔ

今
井
真
梨
子

岩
見
登
代
子

植
竹

秀
樹

宇
久

一
輝

内
川

満

梅
木

隆
史

大
熊

摩
利

太
田

信
子

大
泊

巌

大
矢

雅
子

岡
部

妙
子

岡
本

溢
子

岡
本
嘉
一
郎

岡
本

洋

岡
本
百
合
子

岡
本

龍
子

奥
井

利
幸

小
倉
有
美
子

音
喜
多
七
重

小
貫

敬
子

Ｏ
・
Ｋ

笠
間

文
代

片
岡

博

加
藤

功
甫

門
倉

和
子

金
浜

雄
二

椛
本
世
志
美

神
尾
久
利
子

鴨
志
田

浩

仮
屋
友
里
子

河
上

牧
子

川
崎

篤
子

川
崎

昌
和

川
原

晋

菊
池

弘
子

岸
本

秀
子

木
曽

正
明

Ｋ
・
Ｋ

北
村
ち
ど
り

木
下

幸
絵

木
村

喜
美

久
保
田
千
栄

栗
山
紀
世
子

黒
井

正
弘

黒
木

文
江

黒
須

都

黒
須

美
幸

桑
原

薫

小
池

信
彦

小
池

政
則

小
出
ス
ミ
子

河
野

勸

Ｋ
・
Ｔ

小
嶋
美
佐
子

小
陳
佐
和
子

後
藤
智
香
子

小
林

愛
子

小
林

和
江

小
林

輝
子

子
安

伸
枝

斎
田

芳
之

斉
藤

保

斉
藤

貞
子

堺
井
小
百
合

酒
井

紀
子

酒
井
三
枝
子

崎
原

俊
夫

佐
倉

幸
子

櫻
井

淳

崎
原
美
佐
緒

迫

祐
子

佐
藤

晃

塩
入

清
生

Ｓ
・
Ｓ

設
楽

典
子

嶋

慶
子

嶋
原
と
わ
子

清
水
け
さ
子

清
水
由
紀
子

昌
子

住
江

白
井

恵
子

白
石

佳
恵

白
鳥

律
子

城
本

和
美

菅

孝
能

菅

千
恵
子

菅

博
嗣

杉
崎

和
久

杉
田

清
美

杉
本

達
應

鈴
木

靖
子

鈴
木

啓
子

鈴
木

実

炭
竈

鮎
美

炭
竃

征
夫

炭
竃

拓
也

炭
竃

尋
美

炭
竃

美
枝

瀬
川

常
子

関

芙
佐
子

関
谷

高
彦

瀬
間

正
子

高
井
千
恵
子

高
砂

康
男

高
瀬
由
美
子

高
橋

利
道

滝
澤
右
弥
子

田
口

順
子

竹
内

一
美

忠
隈
瑞
穂
子

田
中

正
雄

田
中

正
夫

田
中
美
紀
子

田
辺

チ
ヱ

多
奈
部
恵
笑
子

谷
口

一
郎

谷
川
み
ち
る

谷
田

広
紀

玉
井

洋
子

塚
越

節
子

土
屋

興
亜

角
田
百
合
子

鶴
田

一
子

出
口

成
子

寺
坂

広
美

土
居

幸
仁

利
根
川
真
紀

富
田

麻
枝

豊
郷

幸
子

鳥
山
佳
代
子

中

須
美
江

中
井

淳
子

中
岩

富

長
久
保
整
子

長
崎

尚
子

中
島
比
呂
子

長
嶋

啓
子

中
田
み
ど
り

中
西

麻
子

仲
野

麻
理

中
俣

保
志

長
嶺

雅
子

中
村

泰
子

中
村

幸
枝

成
瀬

麦
彦

西
岡
麻
里
子

西
田
由
紀
子

温
井

秀
子

根
本

広
美

橋
本

礼
子

長
谷
川
恵
美
子

畠
山

雄
太

服
部

泰
子

早
川

和
子

林

琢
己

林

秀
明

原

和
男

原

淳
史
郎

原

徹

原

夏
子

原

美
代

半
田

章
乃

盤
村

信
哉

日
置

雅
子

引
地
イ
ク
子

樋
口
修
一
郎

姫
野

経
子

平
野

郁
江

平
林

美
玲

平
松

健
一

（
八
百
武
）

蛭
田

一
枝

蛭
田

起
平

広
瀬
佐
外
美

福
田

脩
三

福
田

有
美

藤
崎
和
知
恵

堀
切

利
治

真
木

恵
子

牧
田

司

増
渕

三
栄

松
井

和
久

松
尾

尚
子

松
岡

文
和

真
鍋
千
恵
子

真
鍋

緑
朗

丸
山
加
代
子

万
城
目
正
子

萬
谷
ひ
と
み

三
浦

一
郎

三
浦
な
つ
み

三
矢

勝
司

皆
川
ト
モ
エ

三
和
ひ
か
る

村
尾
き
よ
子

紅
葉

栄
子

安
井

協
子

安
木
由
美
子

安
田
美
穂
子

山
内

園
美

山
内

明

山
口

英
夫

山
口

涼
子

Ｙ
・
Ｋ

山
下
ま
り
子

山
田

素
子

山
地

順
子

山
本

耕
平

山
本

孝

山
本

庸
子

山
本

敬

吉
田

純
一

吉
田
佳
代
子

吉
田

久
代

吉
原

明
香

米
田
佐
知
子

米
満

東
一

鷲
山

香
織

和
田

恵
子

渡
部

康
男

渡
邊

雅
文

匿

名

Ａ

匿

名

Ｂ

２０２１年２月 第１３６号（２） ＨＰ：ｓａｋｕｒａｃｈａｙａ．ｍｏｏ．ｊｐ

Ａ-port クラウドファンディングご支援者＆ご寄付者の紹介です

A-portクラウドファンディングにて、200名1,385,000円

のご協力をいただきました。さらにいろいろな手段で応援をい

ただいた方を含めますと258名、1,956,000円という、私た

ちの期待を大きく上回るご支援をいただきました。

大変感激しております。ありがとうございました。

ご支援金額は２５８名の方々から総額１９５万を超えるご支援をいただきました。ここにご協力者の方々の

お名前を紹介させていただきます。心からお礼申し上げます。紹介にあたり敬称は略させて頂きました。



さくら茶屋 TEL/FAX
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さくらカフェ TEL
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２０２１年２月 第１３６号（３） 特定非営利活動法人さくら茶屋にししば発行

テーマは、居場所は街を動かす
「さくら茶屋物語・居場所は街を動かす」をテーマにし

た本を作成しました。この10年間の活動は、地域の方々か

ら支えられてきたからこそ続けてこられたものでありまし

た。皆さんと歩んだ10年を綴っています。ぜひ手に取って

お読みいただければ嬉しく思います。

目
次
・
内
容

は
じ
め
に

さ
く
ら
茶
屋
周
辺
マ
ッ
プ

一
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
作
ろ
う

①
高
齢
化
待
っ
た
な
し

②
主
婦
た
ち
の
挑
戦

③
さ
く
ら
茶
屋
オ
ー
プ
ン

④
主
婦
の
味
が
地
域
に
好
評

⑤
美
味
し
い
か
ら
始
ま
る
関
係
作
り

二
、
必
要
！
や
り
た
い
！
即
実
行
！

①
広
が
る
さ
く
ら
茶
屋
の
活
動

②
地
域
に
は
達
人
が
い
っ
ぱ
い

三
、
集
え
！
多
世
代
ー
新
た
な
つ
な
が
り

①
さ
く
ら
カ
フ
ェ
誕
生

②
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
大
家
族
食
堂

③
げ
ん
き
ラ
イ
フ
・
介
護
事
業

四
、
さ
く
ら
茶
屋
を
支
え
る
大
き
な
力

①
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

②
活
動
を
育
て
る
も
う
ひ
と
つ
の
力

五
、
茶
屋
を
描
く
八
十
色
の
色
鉛
筆

８
０
人
は
唯
一
無
二
の
色
を
持
つ

六
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

①
コ
ロ
ナ
禍
で
表
面
化
し
た
も
の

②
私
た
ち
が
考
え
る
こ
れ
か
ら
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

七
、
新
た
な
社
会
的
価
値
の
創
出

卯
月

盛
夫

コ
ミ
ュ
カ
フ
ェ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

河
上

牧
子

八
、
資
料
編

私
た
ち
１
０
年
の
あ
ゆ
み

８
５
名
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
一
言

そ
の
他

コ
ラ
ム
（
さ
く
ら
茶
屋
と
私
・
さ
く

ら
茶
屋
あ
れ
こ
れ
）

Ｑ
＆
A
な
ど

「
さ
く
ら
茶
屋
」
は
昨

年
５
月
に
満
十
年
を
迎

え
、
記
念
誌
の
発
行
を

企
画
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
突
然
の
「
コ
ロ
ナ
問

題
」
が
発
生
、
作
成
が

の
び
の
び
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
度
多
く

の
方
々
の
ご
協
力
を
得

て
や
っ
と
発
行
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
十
年

で
得
た
思
い
「
普
通
の

お
ば
さ
ん
で
も
出
来
る
」

「
居
場
所
は
人
も
街
も

元
気
に
す
る
」
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
す
ば

ら
し
さ
」
を
出
来
る
だ

け
多
く
の
人
に
伝
え
た

い
。
そ
し
て
全
国
に

「
ポ
ス
ト
の
数
ほ
ど
居

場
所
が
で
き
る
」
こ
と

を
願
い
、
こ
の
冊
子
を

つ
く
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
を
経
た
こ
と
で
居

場
所
の
大
切
さ
を
よ
り

描
く
こ
と
が
出
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
成
に
は
資
金

的
な
問
題
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
手

段
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
西
柴
に

お
住
い
の
方
を
は
じ
め
、

右
頁
で
ご
紹
介
し
た
と

お
り
２
５
８
名
の
方
々

か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
目
標
を
大
き
く
上

回
る
こ
と
事
が
出
来
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

「
さ
く
ら
茶
屋
」
か
ら

の
自
主
費
用
を
最
大
限

抑
え
る
こ
と
が
出
来
そ

う
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
頂
い
た
あ
た
た

か
い
思
い
を
力
に
、
今

後
と
も
、
継
続
し
た
活

動
に
努
力
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

「居場所づくり」は
地域のみんなで協力し
合って成すものと改め
て思いました。是非多
くの方々に読んでいた
だきたい本です。
「さくら茶屋」でも販
売しています。

出版社 : ﾌｪﾆｯｸｽ
発売日 : 2021/02/15
四六判並製: 256ページ

定価本体1800円＋税
▶「さくら茶屋」店頭販
売は、1600円の特別
価格で提供致します。



＜２月に開催予定の催し＞
コロナ感染状況で予定が変更します

２０２１年２月 第１３６号（４） ＨＰ：ｓａｋｕｒａｃｈａｙａ．ｍｏｏ．ｊｐ

げんきライフ ＜さくらカフェにて＞
◆２月も毎週月曜と木曜の午前中に開催します

感染防止のため人数制限があります。参加ご希

望の方は、事前にお電話等でご相談ください。

さくら食堂 ＜さくらカフェにて＞
◆２月26日（金）テイクアウト持ち帰りのみ
事前予約が必要です、2月24日の13時までに

電話,かメールにてお申し込みください。

（E-mail sakuracafe2448@gmail.com）

当日の受取り時間は16時半～18時です。

句会 ＜さくらカフェにて開催＞
◆２月19日（金） 14時半～
事前に詠んだ句を提出していただきます。

今
月
号
よ
り
「
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ら
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」
で
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し
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ー
の
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ず
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か
ら
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【材料 】

鶏胸肉⇒３００g位 塩麴、こしょう

【 作り方 】

コロナ感染が収まりません。無症状者からの感

染も数多く報道される中、対応が遅れるなどで症

状が重症化することが数多く報道されています。
現在の対応で大切なのは早期対処ということで

しょう。「コロナかなと疑ったら」早めの行動を

お勧めします。

▶低カロリー高タンパク

▶安価で簡単
▶月曜日のランチ弁当にも使っています

１．鶏胸肉は皮をとり、塩こうじ、こしょうをして

揉む

２．ジップロックに入れ空気を抜く

３．炊飯器に肉がくぶる位の湯を入れて②を入れ、

保温（７０℃）にして９０分放置

４．冷めたら繊維と直角に削ぎ切りにする

たっぷりのネギを添える

好みのサラダドレッシング、又はポン酢でどうぞ

金沢区ロードレースがコロナ禍で中止となり、その代替事

業として「金沢区Run&Walkラリー（仮称）」が企画されて

います。これは対象施設（さくら茶屋も含む）を５か所ほど

訪れて得たキーワードを集め応募すると、抽選で景品がもら

えるというものです。

対象は全年齢、実施期間は３月１日から２２日まで

但し、コロナ感染状況次第では、予定が変更となります。

詳細は来月号でお知らせ致します。

その他の催し物は休止とさせていただきます


